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生野中学校区 学校設置協議会 第10回が開催されました

生野区では、教育環境の充実、子育て環境の充実、災害に強いまちづくりを通じて、まちの活性化をめざす「生野区
西部地域学校再編整備計画」を推進しています。

新たな学校づくりに向け、「生野中学校区 学校整備計画(案)」（平成30年９月）をもとに、その内容の詳細事
項を検討し、決定する場として、「生野中学校区 学校設置協議会（以下、「設置協議会」といいます）」が平成30
年11月30日に発足されました。
本紙では、令和元年10月23日に開催された「設置協議会」（第10回）における協議内容をご報告いたします。

【定数】

●生野地区運営委員会 および 西生野地域まちづくり協議会 からの推薦を受けた方（各２名）

●生野小学校PTA および 西生野小学校PTA からの推薦を受けた方（各２名）

生野地区運営委員会 ２名 西生野地域まちづくり協議会 １名

生野小学校PTA ２名 西生野小学校PTA ２名 合計７名

新たな学校の校名を検討する校名検討部会の第１回を、令和元年10月16日（水）に開催しました。

➡開催結果については、裏面をご確認ください。

校名検討部会（第１回）の開催について

●就学制度（学校選択制等）について

※詳細な協議内容等については、裏面をご参照ください

第１回の安全対策検討部会を、令和元年11月21日（木）に開催します。

安全対策検討部会（第１回）の開催について

●その他（専門部会の開催結果など）

※設置協議会は、生野中学校区の４小学校区（林寺・生野・舎利寺・西生野）による構成が予定された会議ですが、一日でも早い
教育環境改善を図るため、現時点で委員のご推薦をいただいた２小学校区にて発足されています。本紙は、設置協議会での
議論内容について、生野中学校区の皆さまに知っていただくべく、生野中学校区の４小学校区にて配布・回覧等を行っています。

学校設置協議会（第10回）の出席状況

学校設置協議会（第10回）での議題



学校再編に関する情報は生野区ホームページでも
ご覧いただけます。
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第10回設置協議会での確認事項
 次回（第11回）の設置協議会の開催について

令和元年11月27日（水）19時から生野区役所にて開催する。

生野中学校区の４小学校では、再編後も新しい人間関係に戸惑うことをできるだけ少なくしたいとの思いから、
他の中学校区よりも活発に、また、計画的に小・小交流を行い、なかまづくりを進めています！
10月10日（木）にも小学３年生の児童がイングリッシュデイの活動を行いました。当日の様子などはこちらをご覧ください。

就学制度（学校選択制など）についてのご意見 【★】いただいたご意見等

★ （前回の設置協議会で、令和３年度の学校選択制導入が話題となったが）学校選択制について、学校再編を控えた状
況では導入する意義が薄く、学校負担も大きいということであれば、令和３年４月の導入を検討する必要はないと思う。学
校選択制ではなく、通学の遠距離化への対策といった保護者に安心してもらうための取組や、行きたいと思える学校づくりを
どのように進めるのかといった議論を行っていくべきではないか。

校名検討部会（第１回）の開催結果について

◆校名の考え方について、義務教育学校の名称ルールや大阪市内の小中一貫校での校名検討方法等をお示しながら、今後
の進め方について協議を行いました。

◆ 行政が校名案の募集方法、募集スケジュールの整理を行い、次回の校名検討部会にて提示する。

◆ 次回の校名検討部会にて、校名の行政案を提示する。

●概要

●確認事項

義務教育学校についてのご意見 【★】いただいたご意見等

★ 新たな学校での取組のなかで、根本となる読み書きやコミュニケーション能力の育成という点はどうなるのかと感じた。きれいな
日本語の習得や書く力の養成といった点についても説明を行っていくべきではないか。

どのような教員の配置、集め方をしていくかについても検討を行っているので、時期がくれば改めてご説明を行います。 行政

★ 新たな学校に配置される教員は、レベル、質という面からも、大阪市初の義務教育学校としてモデルケース的に、初年度から
バランスよく配置されるようにしてほしい。

現在、区内の企業とも連携し、小中学校での出前授業の取組も進めています。子どもたちは日々の活動をとおし、自他の適正や
得意なことに気付いていきますが、その気付きを得た子どもたちが様々な職業観に触れることで、将来を考えるきっかけとなり、大人に
なろうとする意欲が高められると考えています。この学校再編を、予算や教員配置の面からも、子どもたちに様々な学びや経験を与
える環境づくりの機会と捉え、いただいたご意見も参考にしながら、良い形の学校をつくっていきたいと考えています。

行政

★ 東大阪市では、「未来市民教育『夢TRY科』」として独自の小中一貫教育の取組を行っている。生野区でも、ものづくりに特
化した「ものづくり科」のような取組を行ってはどうか。デジタルだけではなく、アナログな学習も必要と思うし、ものづくりの学習は
子どもたちの就職にもつながるもので、ひいては地域活性化にもつながるのではないか。

大阪市初の「義務教育学校」に

今回の設置協議会では、あくまで検討段階ではありますが
つくろうとしている学校のイメージについてお話をしました。

小学校高学年からの一部教科担任制
中学１年生でリセットしない学校


